
トーテムポールのミニチュア（￥1,260〜）、
トート・バッグ（￥1,995）、ドリームキャッ
チャー（￥3,360）
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「
自
然
の
こ
え
命
の
か
た
ち

―
カ
ナ
ダ
先
住
民
の
生
み

だ
す
美
」

会
期　
九
月
一
〇
日（
木
）〜
一
二

月
八
日（
火
）

会
場　
特
別
展
示
場

■
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
「
北
西
海
岸
先
住
民
の
オ
オ
カ
ミ

仮
面
づ
く
り
」

実
施
日　
九
月
二
〇
日（
日
）

②「
イ
ヌ
イ
ッ
ト
文
字
の
は
ん
こ（
て

ん
こ
く
）づ
く
り
」

実
施
日　
一〇
月
四
日（
日
）

時
間　
一
三
時
～
一
五
時
三
〇
分

会
場　
第
三
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　
二
〇
名（
申
し
込
み
先
着
順
）

実
費　
三
五
〇
円

参
加
申
し
込
み
方
法

タ
イ
ト
ル
・
実
施
日
・
参
加
人
数
・

参
加
者
氏
名
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
ま
た
は
F
A
X
番
号

を
書
い
て
左
記
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
カ
ナ
ダ
）
係
」
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
小
学
校
三
年
生
以
下
の
方
は

保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

E
-m

ail:w
o

rksh
o

p
@

id
c

.
m

inpaku.ac.jp

F
A
X  

〇
六
―
六
八
七
八
―
七
五
二
三

企
画
展

「
点
字
の
考
案
者
ル
イ
・
ブ

ラ
イ
ユ
生
誕
二
〇
〇
年
記

念　
…
点
天
展
…
」

会
期　
八
月
一
三
日
（
木
）
～
一
一

月
二
四
日（
火
）

会
場　
常
設
展
示
場
内

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

点
字
体
験
＆
展
示
資
料
解
説

「
さ
わ
る
文
化
へ
の
招
待

―
点
字
を
触
学
、展
示
で
触
楽
―
」

実
施
日　
九
月
一二
日（
土
）

時
間　
一一
時
～
一六
時

会
場　
企
画
展
示
場
入
口

以
上
、三
件
の
お
問
い
合
わ
せ

情
報
企
画
課
情
報
企
画
係

電
話　
〇
六
―
六
八
七
八
―
八
五
三
二

（
平
日
九
時
～
一七
時
）

◆
公
開
講
演
会

「
人
・
家
畜
・
感
染
症
―
グ

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
関
係

を
さ
ぐ
る
」

実
施
日　
一
〇
月
九
日
（
金
）

時
間　

一
八
時
三
〇
分
～
二
一
時

一
五
分
（
開
場
一
七
時
三
〇
分
）

会
場　

日
経
ホ
ー
ル
（
東
京　

日

経
ビ
ル
三
階
）

定
員　

六
〇
〇
名
（
申
し
込
み
先

着
順
）
手
話
通
訳
あ
り

参
加
費　
無
料

参
加
申
し
込
み
方
法

「
公
開
講
演
会
希
望
」と
明
記
の
上
、

氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番

号
・
今
後
の
講
演
会
な
ど
の
案
内
送

付
希
望
の
有
無
を
書
い
て
、ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
に
て
左
記「
研
究
協

力
係
」ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

E
-m

a
il:k

o
e

n
k

a
i@

id
c

.
m

inpaku.ac.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
六―
六
八
七
八―

八
四
七
九

お
問
い
合
わ
せ　

研
究
協
力
課
研

究
協
力
係

電
話　
〇
六
―
六
八
七
八
―
八
二
〇
九

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

◆
み
ん
ぱ
く
映
画
会
／
研
究
公
演

み
ん
ぱ
く
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
グ
ラ
ン
・
ト
リ
ノ
」

実
施
日　
九
月
二
六
日
（
土
）

時
間　

一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時

三
〇
分
（
開
場
一
三
時
）

会
場　
講
堂
（
定
員
四
五
〇
名
）

参
加
費　

無
料
（
当
日
先
着
順
・

整
理
券
配
布
）

研
究
公
演
①

「
伝
統
芸
能
パ
ン
ソ
リ
に
よ

る
韓
国
文
化
の
理
解
」

実
施
日　
九
月
二
七
日
（
日
）

時
間　

一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時

三
〇
分
（
開
場
一
三
時
）

研
究
公
演
②

「
南
シ
ベ
リ
ア
・
ト
ゥ
バ
の

喉
歌　
ホ
ー
メ
イ
」

実
施
日　
一
〇
月
一
一
日
（
日
）

時
間　

一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時

三
〇
分
（
開
場
一
三
時
）

研
究
公
演
の
参
加
申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
返

信
用
お
も
て
に
も
）・
年
齢
・
電
話

番
号
・
参
加
人
数
（
本
人
を
含
め

四
人
ま
で
）
と
研
究
公
演
の
タ
イ

ト
ル
・
実
施
日
を
書
い
て
左
記
「
企

画
連
携
係
」
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

会
場　
講
堂
（
定
員
四
五
〇
名
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み
締
切
り

①
九
月
一
〇
日
（
木
）
必
着

②
九
月
二
四
日
（
木
）
必
着

以
上
、
三
件
の
お
問
い
合
わ
せ　

広
報
企
画
室
企
画
連
携
係

電
話 
〇
六―

六
八
七
八―

八
二
一
〇

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

◆
モ
ン
ゴ
ル
in
万
博 

関
連
講
演
会

実
施
日　
九
月
二
二
日（
火
・
祝
）

時
間　
一
四
時
～
一
五
時
三
〇
分

演
題　
「
ナ
マ
ケ
モ
ノ
」
な
の
が
賢

い
？
─
モ
ン
ゴ
ル
草
原
に
ま
な
ぶ

環
境
と
の
つ
き
あ
い

会
場　
第
五
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　
九
六
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

お
問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人
千
里

文
化
財
団

電
話 

〇
六―

六
八
七
七―

八
八
九
三

（
平
日
九
時
～
一
七
時
）

 

中
華
街
文
化
フ
ェ
ア　
灯
篭
會

　

開
港
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
横

浜
の
中
華
街
で
、
一
〇
月
一
二
日

（
月
・
祝
）
ま
で
開
催
中
の
同
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
民
博
の
収
蔵
資
料
（
ラ

ン
タ
ン
）
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

●
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ

　

九
月
二
一
日
（
月
・
祝
）
敬
老

の
日
は
、
常
設
展
・
特
別
展
を
無

料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ

し
、
自
然
文
化
園
を
通
行
さ
れ
る

場
合
は
、
入
園
料
が
必
要
で
す
。

●
休
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

九
月
二
三
日
（
水
・
祝
）
は
祝

日
の
た
め
開
館
し
、翌
二
四
日
（
木
）

を
休
館
し
ま
す
。

＊
詳
細
及
び
お
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第376回　9月19日（土）
【特別展関連】
「イヌイット・アートの世界
―極北からのメッセージ」
講師  岸上伸啓（先端人類科学研究部教授）

秋の特別展では、イヌイットの版画を
展示します。イヌイットが制作した版
画や彫刻品を事例としてイヌイット・
アートの誕生から今日にいたるまで
の歴史的展開についてお話しします。

第377回　10月17日（土）
【総合研究大学院大学関連】
（文化科学研究科開設20周年記念）
「極限の文化―人はどこで生き
ているか 生きられるか―」
講師  廣川 和花（大阪大学総合学術博
物館助教・大阪大学大学院助教）・
池谷 和信・松山 利夫・近藤 雅樹（以上、
民博教授・総合研究大学院大学教授）

飢餓、傷病、争乱…。人類は常にさまざ
まな極限状況に直面してきました。こ
うした危機を克服するために獲得し、
生活習慣となって受け継がれてきた
ものが諸民族社会の文化です。食糧獲
得加工の知識技術、呪術行為などの伝
承や、それらの総体から創造された民
族固有の神話・伝説に基づく世界像
です。総合研究大学院大学文化科学研
究科の開設20周年を記念して、文化
誕生の秘密を探ります。

友の会講演会　10月3日（土）
特別展「自然のこえ　命のかたち」関連
カナダ先住民のこれまでとこれから
─生業と文化の権利を中心に
講師  岸上伸啓（先端人類科学研究部教授）
カナダ先住民とは、ファースト・ネー
ションズ（インディアン）とメイティ、
イヌイットです。彼らの歴史から現在
の生活について、生業や文化の権利、
先住民運動、国家との関係に着目し
ながら紹介します。
時間●14：00～15：00 （13：30開場）
会場●国立民族学博物館 
	 第5セミナー室
定員●96名（当日先着順、会員証を       

ご提示ください）
講演会終了後、特別展見学会を行い
ます。（特別展観覧料が必要です。）
定員●30名(当日先着順。講演会受付

にてお申し込みください。）

CANADIAN SPIRIT

特別展「自然のこえ 命のかたち　——
カナダ先住民の生みだす美」会場出口
ではミュージアム・ショップを特設
し、先住民の持つ独特の色彩やデザイ

ンが表現された関連グッズを集め紹
介しています。トーテムポールのミ
ニチュア、伝統的な絵柄を北西海岸の
アーティストがモダンにアレンジし
たトート・バッグ、神話から生まれた
幸せを呼ぶドリームキャッチャーな
ど。カナダ先住民の美を特別展ショッ
プでもみつけてください。

友の会

ミュージアム・ショップ

国立民族学博物館 友の会
電話  06 -6877-8893　

ファックス  06 -6878 -3716
電話でのお問い合わせは

月曜～金曜日９時から17時まで
にお願いします。

http://www.senri-f.or.jp/
E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

国立民族学博物館 ミュージアム・ショップ
電話  06 -6876 -3112

ファックス  06 -6876 -0875
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ「World Wide Bazaar」
http://www.senri-f.or.jp/shop/

E-mail shop@senri-f.or.jp

東京講演会　9月13日（日）
海外所蔵のアイヌ民族資料
――先住民博物館をめぐって
講師  小谷凱宣（名古屋大学名誉教授）
先住民をめぐる世界の動向をうけて、
国立のアイヌ民族博物館設立が話題
にのぼっています。しかし、国内の資
料だけでは、アイヌ文化の時代差や
地域差を具体的に展示することは難
しいのです。そこには近代日本の先住
民政策や研究史などがからんでいま
す。国立アメリカ・インディアン博物
館を例にあげて考えます。
時間●14：00～15：30 （13：30開場）
会場●JICA地球ひろば
	 セミナールーム202
定員●40名（当日先着順、会員証を

ご提示ください）

特
別
展

東京講演会　9月26日（土）
特別展「自然のこえ　命のかたち」関連
カナダ先住民のいま─イヌイット
と北西海岸先住民の世界
講師  岸上伸啓（先端人類科学研究部教授）
時間●14：00～15：30 （13：30開場）
会場●JICA地球ひろば
	 セミナールーム302
定員●60名（当日先着順、会員証を

ご提示ください）

イヌイットの版画「偉大なふくろう」
Pitaloosie作１９８１年、カナダ・（旧）北西準
州・ケープドーセット（国立民族学博物館蔵）

刊行物紹介

■丹羽典生　著
『脱伝統としての開発─フィ
ジー・ラミ運動の歴史人類学』
明石書店　定価：6,300円（税込）
南太平洋フィジー諸島の先住系フィ
ジー人にとって伝統的価値観と近代
化の調和・相克はつねに難題であり
続けた。これまで知られていなかっ
た「ラミ運動」
の研究を通じ、
フィジー人の
伝統観、開発観
を照射する。

会場　国立民族学博物館 講堂
時間  13:30～15:00（13:00開場)
定員 450名（当日先着順）
参加費　無料
展示場をご覧になる方は、観覧料が必
要です。

みんぱくゼミナール


